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波及事鎗銚止にとって重要なことは？

保守点検･更新が重要でｔ
高圧受電 設備は､ 長 期間便用すると経年劣化 により機

麗 や性能 か攬なわれ､ 故障や不 具合か起こり､波及事

故につながることかあります｡それを防 止するためには、

定められた岡期･ 回数に もとづ いて適切な保 守点 検を

確奥に行わなけれぱなりません｡ 日常巡 視や月 次貞検

に 加え､ 停 電をともなう年次点 検が 必要になりますの

【参考】

高 圧 設 備 の

各 機 器 の

更 新 推 奨 時 期

１ 儡l 裴 諸 巴 号

更別時剛が男なります．

て､電気主饉技術零と十分な調整を行ってください｡ま

た､設備の健全性を確保するために､葡切な時朋に更新

することも必要です､機器の使用状況､設置嶋所の環境

による劣化の度合いや保守･点検の状況等を考慮し､竃

気主任技術者の助言等をもとに更新時期を決定Lてく

たさい。

雇上気中開厠器{ＰＡＳ}
届入用la 年または頁荷電流間閉回数200 回

屋丙周IS 年または負荷吸而腸閉回数200 回

GR 付開閉器の制同装・10 年

変圧器 20 年

高圧CV ケーブル 15 年((一社)日本宥皿工宴會調ぺ) 高圧進相コンデンサ 15 年

高圧真参血価詣 2Q 年または薦定鴎哨回皿
その皿薦汪機器 10～20乍

高画気卜負耳詞閉器(LBS) 16 捧

波及事故を防止するためには…？
高 圧 受 電 設 備 で 事 故 が 発 生L て も､ 配 電 線 へ の 波 及 事

故 に 至 ら な し･よ うに､ 区 分 開 閉 器 に は Ｇ Ｒ 付 き 高 圧 交 流

負 商 開 閉 器{ 地 絡 継 電 装 置 付 き 高 圧 交 流 負 荷 開 聞 器}

を 取 り 付 け る こ と か 有 効 で す 。

※GR 付き高 圧g 汲負荷 問閉岳は､お客さまの寸気殴言で万一･ 攻が発寸し瓦､一場合

5 ？ヽ 電など?･･ をお 客さi- 會゚任分豚なら内側゛ どめヽ 弛 お゚ 曾さ寸 消 唇を

▼ 架空線の引込例

私はＧＲ付き　　 ≒

高圧交流負荷開閉器を ７

▼ 地中線の引込例

く取り付けられている即
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波 及 事 故 が 発 生 し た と き は …

関係箇所への速やかな連絡 が必要です。
【 波 及 事 故 発 生 時 の 手 順 】

０ 波及事故が発生した時は､電気主任技術者および電力会社に至愚ご連絡ください｡あわせて電気主

任技術者とご相談のうえ､電気工事店などに復旧の手配をL てください。

＠ 復旧饅は､電気主任技術者を中心に事故原因について調査L､ 今饅の再発防止に努めまＬよう｡なお、

電気事業 法(電気関係報告規則第3 条)に轟づき事故発生を知った時から。４８時閏以内に(可能な

限り逗やかに)事故の瞰鬘について､所管の関係官庁に電話等の方法て報霖しなけれぱなりません、

また､事故発生を知った日から起算して３０日以内に定められた様式に従い｢電気事故報告書｣を提出

しなけれはなりません。
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事故報告書を提出
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波及事故について
波及事故とは､ 高圧受 霜漣備なとで起きた事故

か原因で､ 罵力会截の 配電循に攘皿されてs･ る

住宅､ ピル､工場. 痢院､ 釧旨､ 交遭朧関､ 交通僧

号システムなと､さまきまな 範圖に 停電が臨が

る甲故を言l･. 毎 年全国で４００件から５００作

戈生してs･ます.波及● 諭か発生すると､自社の

損 失のみならす､他 社の工 場 の撞業 停止やデ

パートの寫業 停止､ 僣 号輿の消灯など､ 社会的

に大きな影響を及ほ すため､ 堀ｉ 仁よ．ては多

大な損 害賠皿を儡 求されるケ ースもあります．

また. 停電だけでなく､機冨が蜀壊L 修哩 や取|り

替え が必 甕となる弓 合４あります.皿 及事故は

ｌ 値者の満任か間われ､さまきまな被１ を呻う

皿大な事故なのです．

機器･電皿粟

6.4S-

・ 遮朕装萱

9.6 ヽ

51 巻 国 み ．

ヶ－ プ ル

35.7S

その他･不明

1.8% 主遮本装倣 の

負 荷 側

朗町ま
34.8S

l･四i･ λのため.必ずしも會R は一放しない
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さまさまな 諭吉を

伴う重大な事故で す。

● 皿 皿 尹 皿 ｗ・ 霧 －.･J い て
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● 章鯉の停旬こよる操奎呻止等の輿用

● 讐急の仮設ｴ-n 貪周
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● 突然の停旬こよる婁喬停I卜鳶の僧用

状況により1千万円を麗える事例もありまli
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主遮断張置の
負 荷 側

の1 ～8 と寸 Ｓし てぃ ます。

波 及 事 故 発 生 箇 所 の 割 合t平成23･24年度平均）

諾器温ﾌ≒
から発 生 しています。
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波 及 事 故 の 主 な 発 生 原 因(平成23･24年度平均;
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９1 電穴血煙玖ｌ 者か梁 駈りぎいない場會μ､;

所管の関係官庁

lｒ　　l

ｌｔ 代易者 の役剖心 急油絡な椙 を哨喀にりでお きＳしぷう，

httｐ://www.denki.0r.j ｐ

ぷZ 万が一の可女に惘えて恋急遠路児li 沁しておきましょう.
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保守不完全等対策
区 分 開 閉 器

Eiii] 口 外 葡 の観 傷｡ 戈 銃
腐ヽ

食( 穴 みき)
ヽ
変形

ヽ
変 色

ヽ
汚

11　　　　　　　　観 かな い か､ 碍 テ の破 損､ ひび 割 れ､ 再 損 など が

な い か､ 外 観を 確 認しましょう。

口 ｔ 期点 検 で は､ 開閉 の操 作確 認や 絶 縁 抵抗 測定

などにより､性 能 の確 認を 行い ましょう。

また､GR 付き 高 圧 交 流 負 荷 開 閉 器 の 罵 合 には 、

地 結縁 電 賢 世を含 めた迎 動 試 験を 行い ましょう。

目 視 点 検 により､ 錆 な どの 不 良 箇 所(s ？ 事真参 照)を 発 見 した

場 合 は｡ 状 況 に 応L で 設 備 を 更 新 しまL よう、

・ 匿入に設置された区 分開閉器は､ 施設 復境や使 用状況により､施設

後la 年 皿上経過した機器に故障が多くみられまず。

・ 沿片 部や海窄卜 近など､塩 害のおそれかある地域では､ｽﾃﾝﾚｽ 製

のGR 価き高圧交流負荷 開 閉器に取り會えるなと塩害対 策を施した機

器を便舟 することをお すすめします。

囲1:

認昌ぶ゛ Ｈ 器ご｀

ぶこ７!ｊ
環境や経年により劣化がすすみ､短絡や地絡事故が発

生するごとがあります｡定朋的に停電をさせての精密な

点験が重要です。

ぐﾘ　琵琵丿驚望?澗丿　高 圧 受 電 設 備 の 波 及 事 故 防 止 対 策

2ロコ 。。
1111] ロ ケーブルに損傷や亀裂がないか

端ヽ末部分が損
傷､変形､丿夕､トラッキング､テープかはがれてい
ないかを確認しましょう.また碍子に破損､ひび割

れ､汚損かないかも確認しましょう、

ロ ケーブルと､他の工作物や挫物との離隔距離か十

分に保たれているか確認しましよう.

口 定期点検では 絶ヽ縁抵抗欄定などにより 性ヽ鳶を

確認しましょう．

設備の・新
経 年 とと もに 水 卜り 一 免 生 リス ク が 増 加 す る の で 計ｉ 的 に 更

新 しま しょ う。

■ 水ﾄﾘｰ 劣化 の可 爾として｡ 水ﾄﾘｰ に 対する商い信 価性が報亀されて

い る｡柿 崎体と丙 部･外 部半耳恣 瀋を同卜 に押し田し成型し た｢E-E タイ

プ｣への更町を診すすめします。

高 圧ＣＶ ケ ーブ ル の 絶蒲 体･ 半 導 電眉 の 構 造

ぐＥ-Ｔ夕4ｙ

r内ap卜導霞擾.と｢絹泌体の
二倉同時回出成型

づ ？

くＥ･Ｅタ イプ

'内部串寸攻層|と｢暁捺冨 皿
'外部半犀S 倉｣のﾐ§同時岬出|£型

･･

４ と11
●

惣へい詞ﾃｰ ﾌﾟ

回

口 絶縁恥分に汚れや亀裂等かない か確認しま

しょう､埃が付着し､湿気を帯びると絶縁性能か

低下するかめ､汚れ岑誓il. か場合は活恥が似

要です。

ロ ジーという異音や､変色(茶色悩まい焦げ恥辱)

かないかどうか確認しましょう、

口 開 闘価作かスムーズにできるか確 認しましょ

う､グリース{潤滑油}か固まってしまっている

場會は､清 掃を行い新しいグリースを皿りま

しょう、

四 了ｉ

呼･S形の不具合例/ｺﾛﾂ 放電励 （B 形の事故例/ 結露により短絡軍政　　損傷や発箭､ 変色､ 亀裂等がある場合は､ 修理

となった可空丿姐器　　　　　　　　　　または更新するようにしましょう。

責任分界点

掘削作葉申に誤って地中ケープ』1を損傷Ｌ,波及事蹟とな

るごとがあります｡また､ピルや霊勧の改築工事なとて､上

下水道管やエアコンの配皿を作雇する際に本ってヶ－プ

ルを掴傷LてＬまい､波及癩紬となること４あliます。

､雙
ロ ケープルの皿設されている場所4こ標柱や標石を

設置し､ケーブル埋設上部にはケーブ ル標識

シートを皿設し雷しょう、

口 皿削 工声を行う場合は 電ヽ気主任技術者と十分

な打合せを行いましょう。

び几

ぬi,j ゛

一
二

硝卿愕べ■可≒于
ケーブル引込口､引出口､通気孔､ 外箱

の腐食破損箇所なとから小動物が侵

入し､高圧充電 部に触れて短絡や地絡

事故か発生することかあります、

j狸

超l ﾌﾟ
限舟ヒュー ズ丿 き・ と 交,i

a 可開町l{pF･s 肩

口 小勤物の侵入するおそれのある穴(通気孔･ 水皿き穴等)やすき間はヽ

シール材でふさいだり､パンチングメタルを施設しましょう。

口 限流ヒューズ付き高圧交流負膏開閉器･変匠器･コンデンサなどの高圧

充電部に､起科バリアや麟護カバーを取り付けることは､万一小動物か

侵入した弔合に効累的です。

皿　 ﾊﾟﾝﾁﾝ ｸﾞﾒﾀﾙ 収国可

卜やや・ 燧ブ」
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区 分 開 閉 器
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高圧ヶ－ブル

絶 縁 バリア

(相 聞 バリア)

(:昔扁 鶏
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各項目にチェックを

入れて､波及事故防止に

役立てまＬよう。

岬II ，

１
a ｉａ

ＰＦ･ｓ形）　　　　
目

旨

ト･
。。j

ぷ

㎞ ㎞

三

一一 一一一一 一一 一

配

よ7111

1

皿断器 蓄常電源用J.

隋町

|皿
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R 墾← ら 皿
換気口や通気孔､扉のすき問､腐食破損箇所なとからGiiil 口 日常貞検の際ヽ キューピクル内に両水か吹

雨水や温気か浸入し､地絡や短縮事故が発生すること　
点　

き込んだ形跡かないか､雨水が滞留してい

かあります｡また､キューピクルか下駄毒礎で設置され　　　 ないか､確認しましょう、
－

ている場合も､要注意で す。

{対窄前} {討爾 後}

£ と扁 二?き で?芦

ロ キュービクル上部にサピがないか確認しま

しょう。

対 策 口 雨水か吹き込む危険性がある場合は、

－　 キューピクル前面の換気口に防噴流対策

匯や水平水切嘔を設置しましょう。

ロ キュービクル上部のサビは適切な方法で補

修しましょう。

ロ キューピクル下部に爾水が滞留している場
合は､排水口を設けたり､また下皿基礎で

設置されている場會は､遺風板を取り付け

るなどの対策が略要です。

●yiii 一 斑兎 曹ii 爾　 地雷による電 気設備の被害に備えることは極めて重要です｡東日本大震災

ssIx ●　　　　　　においても,地震勣による電気設偏の破損が原因となって停電 波及となっ
l 罠l ｕ ｍ 。 告，れ しｎ ｊｉ・,３ し・ 。ｓｌ ｃｔｎ ｇ ３

う
。・ 。

をこ紹介します。

一

一 一 ‥ ‥ 一 一‥ロ キュービクルの重量に兄合った

サイズ･本数のｱﾝｶｰ ﾎﾞﾙﾄ を

冨礎に旦固に国定しましょう，

ミ

咄

ゝ 加fJ 。

m

口 変圧器などは~防匯鼻置に適
切な耐霞ストッバを取り付け

ましょう．

皿冨 ストッ バ 防錨ゴム

m

口 変圧器の端子謬と銅ji －との

間に可とう導吽･可とう畦零皿

を挿入しましょう．

嗇害により､機器か損傷し波及事故となることかあります｡特に屋外に設置され

ている区分開閉器は雪害を受ける確率か高いため､ 確実な保護か必要です、

口 機器類の損魯を防正す・ ための皿も有効

な対策として迦電器かあります､区 分開閉

器は､避雷恭内雙タイプを採用するか､ま

たは避雷魯を区分開 隅器本体の負両側近

傍に取り付け､確案に保護しましょう。

口 避雷器を育効に機能させａために､定期

点検の際は接廼抵抗値を髄認しましょう。
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鋼管など

ヶ－プルの

防護装 置

アンカーボルト

可とう導体
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